
第 1章  学校の体育活動中の事故防止 に関する基本的な考え方

(4)自 然環境下で行われる体育活動 (野外活動)に おける安全配慮

キャンプや登山、スキー スケー ト、各種水辺活動などの野外活動は、主として校外

学習として自然環境の中で行われ、自然に親しむとともに、自然の障害や困難に対して

相互に協力して対応できる資質や能力の育成に大きな意義を有する体育活動である。

野夕ヽ活動は、様々な魅力と可能性を秘めた活動である反面、季節、天候、地形などの

自然条件の影響を受けやすいことから、事故や災害の危険が潜んでいることを理解し、

実施に当たつては、次の点に十分留意する必要がある。

ア 実施前における留意事項

(ア )安全に配慮した指増計画の作成

●活動テーマ ロ的の設定 :ポイントを絞り、明確化を図る.

②日程、プログラムの決定 i過密なスケジュールにならないよう注意し、余裕をもっ

た設定を心がける。

0指導体制、組織の決定 |十分に安全を確保できる人員を配置する。また、専PB的

な知識 技術をもつている指導者を把握しておく。

④場 所  施 設 の 決 定 :事前の下見や管理者との十分な打合せを行う。

⑤用 具  装 備 の 決 定 :学校で用意する用具や装備は保守点検を必●・行う。

(イ )下見の実施

()実地踏査の実施 :実地踏査 (下見)は必ず行う。児童生徒の目線を意識して、でき

れば指導者全員で行い、危険箇所等を確実にチェックする。

②下見結果の伝達 :全員で下見ができない場合には、写真やビデオにより、指嬉者全

員に伝達しておく。

0指導計画の修正 i下見結果から、必要であれば活動計画を修正する。

(ウ )事前説明会の開催

①保護者に対する説明 :保護者に対して活動内容や趣旨、指導体制、持ち物などにつ

いて詳しく説明し、理解を得る.

②参加者の状況の把握 :説明と同時に1固別に相談を受け、児童生徒の健康状況等を把

握する。

イ 実施段階での留意事項

(ア )フ ィール ド

①気象状況の把握

最新の予報について、十分に情報を収集する。特に、警報や注意報が出ていない

かを確認し、天候の急変による事故の防止に努める。

大雨や雷警報が出ている場合は、野夕ヽでの活動は中止する。少しでも危険がある

場合には変化の予兆に糸Ⅲ Llの 注意を払う。

山岳活動の場合は、過去 1週間程度の情報を収集し、フィール ドの状況を,巴握し

ておくことが必要である。
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算 1三  学●の体育活動中の事故防止に l‐lす る基本的な考え方

野外活動で発生する多くの事故に悪天候や気象の変ィい 影響しています。指導者は気象の変化

に常に注意 し、決 して油断 してはいけません.

【気象予測において最も重視するポイント】

単一面だけで半J断せず 常に

`な

合的にIJ断 する.

楽観視を避け、常に悪い方に予漁Jを シフ トする.

予測が夕ヽれることを想定し、万―lr準備を怠らない。

|◎天気図から危険性を予測するための基礎知識

低気圧 1同 日より気圧の低い所であり、E日からその中しに向かつて空気が吹き込みます

吹き込んだ空気は上昇気流となつて雲を発生させ、雨や雪をもたらします.北半

球ては反時計回りの渦巻き状となつてl● き込むので、風が吹いてくる方向を背に

して左手前方にその中 いがあります.気 F■ ttrl大 きい (天気図上の等圧線の間隔

が詰まっF_状態)ほど強い風が吹きます.

前 線 :性 貢の異なる二つの空気国が月コれ合う境界面が地表とをするところて、温暖 寒

玲 停滞 閉宣の4種類があります。特に、寒冷前線 (一 は、逼過に

伴い天候の急変をもたらすことが多いので注意が必要で,.

〈宮冷育j線通遣に伴う天候の主な変イい

●雷雨、にわか雨 ●突風 ●気温lr‐ 下 気圧上昇 風向きの急変

【雷に対する安全対策のポイント】

●雷の予兆

積舌[雲が成長するのが見えたら吾雷の危険があります。

「ゴロJ□ Jと雷鳴がかすかにでも間こえたら 雨がl.る 前ても落雷の危険●lあ ります

●避難

t‐力 |こ安全な場所>X″ だ避難 する

0鉄筋コンクリートの建築物、戸建て住宅など

本搭JJ木造建築物

◎l‐ 根が金肩ててきている自動車、パスの中

Ol・ 窟 (入 り□付近は危険)

(tヒ較的安全な場所,X/00%安 全 ではなく、δ%以内

ク 6瑣 l■あク

O高さ5～ 30mの 物体 (樹木 建 lll ttitと )の

〔口川の増水や馬水の流入がないかをよく確かめヨ

(危険な場所>
▲高さ5m未両の物体 (樹木、岩など)の周□や、テントの中、ビーチバラツルの下

ネ莉本の間に張つたビニールシートの下での雨官りは康禁

【大雨に対する安全対策のポイント】

●1の近くて活動する場合は、1の増水と上砂崩れに注意する
`要

があります。

2)常に水位に気を付け 雨がにつてなくても水量が増えてきF_場合は逮難しましょう.

●増水している川の水が一時的に言いた場合ま、上流がかけずれてせき止められ 決t‐ したとた

んに土石流が表つてくる可能性があります.:'座に違難する必要があります.

●急
=1面

の「がけ崩れJや「地滑りJの危19‐ に留意し 安全な場所に避難しましょう.
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第 1章  学 l‐ の体育活動中の事故防止に関する基本的な考え方

②危険箇所の再確認

実地踏査の結果を踏まえ、フィール ドに潜む危険を再確認し、問題があれば□―

プを張つたり、掲示したりして、立ち入りや活動を制限する。

(イ )児童生徒

C)人数確認

安全管理のすべての基本である。常に指導者が責任をもつて確認する。

__健康管理

体調面で気にかかることがあれば、多少にかかわらず申し出ることをli7底 する。

既往歴や事前調査から注意する必要がある児童生徒の状況を定期的に確認する。

0服装 装備の確認

それぞれの活動に適した服装 装備になつているか、活動前に再確認し、不適切

な場合には改善させる。

(ウ )指導者

0指導者自身の安全と健康管理

後回しになり、無理しがらな状況に陥りやすい。指導者自身が自らのコンディシ

ョンを整えておくことが大切である。

指導者自身が活動に適した服装 装備で、正しく着用することが大切である。自

らの危険を回避し、かつ、集国の安全を確保するための基本である。

②指導者としての心構え

事故や トラブルは予期せぬときに発生する。万が一の事故を常に想定し、緊急時

に適切に対処できるよう心がけておく必要がある。
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第 1草  学校の体育活動中の事故防上に管する基本的な考え方

【フィールド別安全対策のポイント】
■海

,流   れ :黒 潮や親朗などの海流、潮の干満で生じる潮流、地形の影響によるものなど、海の水には

流れがあります。地元の人に流れの危険箇所を聞いておきましょう.

2離 岸 流 :海岸から沖に向かつて生じる,のような帯状の速い流れのこと.湾の出□、長い砂浜など

で発生します。沖に出ると解消するので岸と平行に泳いて 流れのない場所から戻ります.

0- 発 波

●タンパー波

0  磯

0河   □

|●|:七 1捩 堤

Cヽ いフ ]ッ ク

10,||]ミ ,`

IDイ ンショア|ル

●海  凰

|オツシ:,,

●陸  風

tオフシ]乃

:波の大きさは一定ではありません.数回に一回、烙大の波が■ し胃せることがあります.

:一 気に大きく崩れる波のことで、海底が急■l面の場合や陸風が強いときに見られます.普

き込まれると海底にただきつけられます .

:不安定な石、滑りやすい足下に注意が必要.貝類による切り傷にも要注意です。

:海 と川が出会う河□には複雑て強い流れが発生し、1崖に3き込まれる危険 rJlあ ります.

河□周辺での遊泳は厳禁です.

:桟塙には l.を つなく道具や□―フがあり、足を取られないよう注意が必要て,.転 落や波

にさらわれる危険があります.

:波 の件用がフロックのすき間に働き、落ち込むと吸い込まれて自力での脱出は困難です。

ブロックの上を歩いF_り 、すぐ近くて泳いだりするのは危険です.

:カ ラスのIIP片 や空き缶、鉤り針などのゴミのほか 死んでも毒のある危険生物なとにも注

意が必要です .

:波 打ち際の砂の海底には波の

「

用などて穴が掘られていることがあります 踏み込むとね

んざなどのけがや、溺れの原因になります。

:海 からLに向かつて吹く風です.良く晴れた夏の日は、午後になるにつれて地表温度が海

水温より高くなり、L地に上昇気流が発生することによって、海から陸1由 に風が吹き込み

ます。この風が強くなると、白波が立う、遊泳等には危険な 1太 況になります

:陸から海に向かって吹く風です。良く晴れた夏の日は 0か らず万にかけては 地表温度

が海水温より低くなるため 睦地から海に向かって風が吹き 太陽が旱り始めて地表温が

1焉 まるまで続きます。この風が強くなると、ダンパー波 f」l発 生 し、遊泳音等が波に巻かれ

たり、沖に流されF_り する危険が大きくなり、十分な注意が必要です。
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第 1章  学校の体育活動中の事故防止に関する基本的な考え方

【フィールド別安全対策のポイント】
■川

0上 流 の 雨 |

●ダ   ム :

Oti言嘔晰珈 :
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今晴れていても、上流で雨が降つていればi曽 水 します。急に水が濁つたり枝が流れてき

たら注意が必要です。鉄砲水への注意も必要です .

放水により増水 します。事前に放水 tF況 を把握 じ対応します.

水面下の岩がえぐれていることがあります.下に弓き込む流れが発生 し、3き込まれる

と危険です .

鉄筋や岩の先端などが水面すれすれに隠れています.

増水すると浸水する可能性があります.

増水すると浸水する可能性があります。退路を断たれます.

大きさ、水面の1立置、形状などにより、複雑な流れを生み危険な場合があります.

岩などに回り込んだ場所や湾では反転流が発生しています。

2つの流れが合わさり、複itな 波や流れが起こります。

理提の下では強力な渦が発生し、横断方向に流れの変イヒがなく抜け出すのが困難です.

水が岸から中央に向かつて流れ、岸に向かつても跳ね返されてしまいます。増水時に

発生しやすく特にコンクリー ト議岸で起きやすくなります。

潮の満ち弓きの影讐を受け、沖にどんどん流されてしまいます.

[水の危険 ]

●  水   :水 の中では人は息ができません。落水 した場合には短時間で溺死する危険ll

があります PFD(ライフジヤケットなどの総称)を適切に彗用するなど、

最低限、顔を水面から出すための工夫や配慮 」必要です。

●水が冷たい :水中では陸上に比べ、約 25倍の早さで熱が言われ、体温が低下します。唇

が紫色になり、歯が鳴るほど体が震えたら低体温症に陥つている証拠です.

乾いた服に首替え、体を温めます.熟い飲み物や入浴などで急激にⅨめるこ

とは禁物です.

●水辺の安全 :山 の事故での死亡率が6人に 1人 に対 し 水の事故では、ほぼ2人に 1人 と

なっています。水辺活動では常に危険と隣り合わせであることを認識するこ

とが大切です.

ギ磁産判……~~~¨
It二鳳蕊

…………~1
1 1 救助者自身と溺者の0今を確保すること

 ヽ (救 助活動は、常に救助者自身にも危険が及んでいます.安易な救助は厳禁です。)i
1 2 確学な救助方法を選択すること.                        ・
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第 1章  学校の体育活動中の事故防止に関する基本的な考 え方

【フィールド別安全対策のポイント】
■森 山
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ヽ

●見通しかさかない :

●足 元 が 不 安 定 :

●落石、藩枝に注意 :

●森の中での :展 装 :

樹木で見通しがきかないため 知らず知らすのうちに、森の奥深くに分け入って

しまい、すぐ先がかけで切れ落ちていたりすることがあります.地図上で危険箇

所をチェックしておくとともに 活動中もこまめに現地を確認しておく必要があ

ります。下見の段階で活動エリアに目E日 を付けておき、その外に出ないようにす

る配慮が必要な場合もあります。

下草や落葉で足元が見えないことがあり、穴や突起、ぬかるみが隠れている場合

があります。また、濡れた樹木やこけの上は滑りやすく、電倒や転落、ねんさな

どのけがを誘発します .

活動エリアがltE斜 地の場合は、落石や落枝に十分気を付ける必要があります.万

が一、落石0落枝をしてしまつたときには、下にいる人に大声で注意を喚起しな

ければなりません。

〔長袖 長ズボン 軍手〕毒性がなくてもとげがあったり、葉がとがっていたりし

て触れただけて皮膚を傷つけるlbL物 がたくさんあります。肌の露出は厳禁です。

(帽子〕曰ざしはもちろん、落石や落枝、転落時に頭を保護するためにも1目 子は必

すかぶりましょう.

〔足首まで隠れる判ι〕葉や上が靴の中に入らないだけでなく、地中のハチの巣、毒

蛇等から守り、ねんさを防ぐよう、足首まで隠れる深い靴を履きましょう.

:火 山ILI帯では無風時に窪地にカスがたまりやすく危険です 立ち入り禁上場所に

は絶対に入らないようにします。

:雪 の状況や気温に注意し、雪崩の危険地帯には近寄らないようにします.

:山 の沢筋では、急斜面の路肩や浮き石に注意します.

0人山カスによる中毒

0雪       崩

●転 落  滑 落
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